
インパクト志向金融宣言

第1回 リアルギャザリング（旧ワーキングレベル会合）

2026年7月23日 09:30～11:30

オンライン・リアル同時開催



1. 新規署名機関紹介
2. 事務局連絡
3. 【トピックス】

● セッション1：「GPIFインパクト投資委託調査研究報告書について」
● セッション2：「UNEP FI セクター・インパクト・マトリックスについて」
● セッション3：「モビリティデータを活用した信用創造とインパクト投資 〜
インドネシアにおけるギグワーカー向け追加融資事業へのインパクト投資〜」

4. 分科会報告

本日のアジェンダ
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新規署名機関の紹介
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署名金融機関

4月1日付 UNLEASH Capital Partners株式会社

4月1日付 株式会社Sinc

5月1日付 株式会社UNERI

署名日 署名協力機関

■ 7月1日時点署名機関数は78社（署名金融機関68社、署名協力機関10社）



事務局連絡
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1. 監査終了

2. 月次収支報告報告

3. 設立5周年記念コンファレンス

4. 新規分科会設立の件（TISFD分科会、海外分科会）

5. その他連絡

a. MEDITERRANIA CAPITAL PARTNERS

b. ミラサスメディア取材協力
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監査報告および臨時総会成立のご案内

2025年度の監査が実施され、監事より運営委員会に監査報告書が提出されました。これに
伴い、以下の通りご報告および臨時総会を開催いたしました。
（メールにて実施6月10日成立）

1. 臨時総会の開催

本メールをもって臨時総会を開催いたし
ます。（6月10日をもって総会成立）

2. 監査報告書の送付

運営規程第33条4項に定められた総会へ
の報告として、添付にて監査報告書を送
付いたします。

関連運営規程抜粋

第18条（招集）:同委員長は、定時総会を招集するときはその会議を開催する日の15日前までに、臨時総会
を招集するときはその会議を開催する日の7日前までに、それぞれ署名金融機関及び協力機関にその旨を通
知するものとする。

第33条（監事）:監事は、本宣言の活動状況（決算を含む）を監査し総会に報告する。

本件についてご質問、あるいは総会の実開催・審議のご要請等がある場合は、ご遠慮なく事務
局までご連絡ください。



今後入金予定（新規署名機関）

未入金（既存署名機関）

● 脱炭素成長型経済構造移行推進機
構（3月残高確定のため時間を要し
たもの。7/15時点にて確定）

月次収支の状況報告（2026.6月末)報告事項
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27,834,658円 (今年度収
支）
+ 22,771,653円（繰越金）
＝ 50,606,311円(6.30残高）



システムチェンジファイナンス 報告報告事項
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Report Release

レポート「地域のシステムチェンジ
に向けたアプローチとシステムチェ
ンジファイナンスの考え方」を公開

〜地域金融機関に期待される役割と実践のプロセス〜

インパクト志向金融宣言（IDFI）地域金融分科会は、

地域における課題構造への向き合い方と、それを支え
る金融のあり方を整理した本レポートを公開しました。

Key Features

01.具体的なアクションの提示

地域金融機関の具体的なアクションを促すことを目
的に、システムチェンジの考え方とファイナンスの
あり方を整理。

02.構造そのものへの働きかけ

個別事業の改善にとどまらず、課題を生み出す構造
そのものを組み替えていく視点を提供。

03.国内外5つの事例解説

実務家が経営や実務の中でどのように関与しうるか
を、国内外の事例を交えて解説。



5周年記念コンファレンス報告事項
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コンファレンスウェブサイト
申し込みサイト

是非社内にも告知拡散ご協力お願いします

https://fooioibq.gensparkspace.com/
https://idfi5conference.peatix.com/view


新規分科会たちあげのお知らせ
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海外分科会

背景・目的

[背景]日本からの海外向け投融資が必ずしも活発と

は言えない現状において、海外の環境・社会課題解
決のインパクト実現を目指します。
[目的]海外におけるインパクト創出の意義を再確認

し、持続可能な海外向け投資の推進・拡大を実現す
る。
[何する]複数の個別事例紹介を通じて、①財務リタ

ーンとの両立条件、②民間資金動員の要件と役割、
③インパクト可視化のあり方を分析。設立3年以内
の書籍公刊を目指します。

座長・参加メンバー

・伊藤晃之氏 (JICA 上級審議役)

・高橋智志氏 (インパクトサークル CEO)

・馬場ちひろ氏 (三井住友信託銀行室長)

当初参加表明機関:三菱UFJ銀行、みずほ銀行、農林中
央金庫、Global Mobility Service、ミュージックセキュ
リティーズ、GLIN Impact Capital

TISFD分科会

目的・概要

2027年末までに最終化されるTISFD（不平等および

社会関連財務開示タスクフォース）フレームワーク
が実務上有益なものとなるよう、内容を理解し、策
定途上のフレームワーク案（ベータ・バージョン）
に対して有効なフィードバックを提出するための意
見交換を行います。

体制・メンバー

・共同座長:今田克司氏 (SIMI)

・アドバイザー:木村武氏 (PRI理事)

・メンバー:セミナー参加者や宣言署名機関からの
関心表明を受けて構成された有志メンバー

スケジュール

第1回キックオフ：7月29日に開催予定
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セッション1

GPIFインパクト投資委託調査
研究報告書について

発表者

ニッセイアセットマネジメント株式会社

林寿和氏

2025年6月にGPIFが公表したインパクト投資に関する委託調

査研究報告書について、受託機関であるニッセイアセットマ
ネジメント様より、公開レポートの内容に基づく調査の概要
をご紹介いただきます。

＊なお、本発表はあくまで公開レポートに記載された内容に基づくも
のであり、GPIFの見解を示すものではありません。
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セッション2

UNEP FI セクター・インパク
ト・マトリックスについて

発表者

株式会社格付投資情報センター (R&I)

石渡明氏

株式会社日本格付研究所 (JCR)

川越広志氏

ポジティブインパクトファイナンス（PIF）の実務では環境・社会・経
済におけるインパクトトピックに対してどのような事業が関連するのか
を特定します。UNEP FIは2018年より、国際標準産業分類（ISIC）に
基づき細分化した業種コードとインパクトトピックの対応表を「セクタ
ー・マッピング」というエクセルファイルで公開し、随時更新してきま
した。金融機関はセクター・マッピングを使って借入人の事業が及ぼす
正負のインパクトを特定します。

今回UNEP FIはこれに、関連事由、ステークホルダー、インパクトを起
こす行為、バリューチェーン上の位置づけ、事業機会、リスクの種類・
内容、参照情報などの情報を大幅に追加した「セクター・インパクト・
マトリックス」を、詳細なユーザーガイドとともに新たに公開しました。
本ツールはPIFのインパクト評価だけでなく、取引先のマテリアリティ
評価（戦略的優先事項の特定・開示対応）、投融資先のスクリーニン
グ・デューディリジェンス・エンゲージメント、インパクト投資目的に
沿う投融資ポートフォリオの構築など、金融機関의戦略・オペレーショ
ン上の意思決定を幅広く支援します。

なお以前からあるインパクトトピックを体系化した文書「インパクトレ
ーダー」も、テーマ・トピックを再整理した改訂版が合わせて公開され
ました。本セッションではマトリックスの導入スケジュールと活用方法
などを紹介していただきます。
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セッション3

モビリティデータを活用した信用
創造とインパクト投資
〜インドネシアにおけるギグワーカー向け追加融資
事業へのインパクト投資〜

発表者

Global Mobility Service株式会社

代表取締役社長CEO 中島徳至氏

インパクトサークル株式会社

代表取締役社長CEO 高橋智志氏

ミュージックセキュリティーズ株式会社

取締役渡部泰地氏

概要

インドネシアにおけるギグワーカー向け追加融資事業を対象
としたインパクト投資のパイロットプロジェクトについての
ご報告です。

本プロジェクトは、インパクト志向金融宣言の署名機関が連
携し、匿名組合スキームによるファンド組成・投資・運用・
インパクト評価のすべてのプロセスを実践的に担うものです。

モビリティデータを活用した新たな信用創造モデルの可能性
と課題、インパクト評価の具体的アプローチについて、各社
の役割分担を踏まえながら現状を共有していただきます。
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今後の予定、事務局連絡

■ 今後の全署名機関向けリアルイベント（旧WL会合）

（仮）2026年 10月23日（金）
（仮）2027年 1月22日（金）
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